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小論文試験問題  
 

                     （試験時間９０分） 

 

 

 

 

 

注 意 事 項 

 

 ① 開始合図があるまで、この問題用紙を開いてはいけません。 

 ② 受験番号、氏名を問題用紙、解答用紙の所定の欄に記入してください。 

 ③ 開始の合図があった後、問題用紙を確認し、印刷不鮮明の箇所などがあった場合は、

直ちに申し出てください。 

 ④ 解答はすべて解答用紙の所定の欄に記入してください。 

   なお、解答は横書きで記入してください。 

 ⑤ 試験時間中の退室はできません。                         

 ⑥ 問題用紙、解答用紙、試験終了後回収します。 

                                                           

 

  

受 験 番 号  氏       名  
  

 

           



【問題】 

若い世代の朝食の欠食や食の乱れが問題となっています。図は 20歳以上の男女を対象と

した朝食欠食に関する調査の結果を示しています。図から読み取れる結果をもとに、あなた

が考える若い世代に対する朝食の欠食率減少のための取組を 800 字以内で記述しなさい。 

 
図 1. 朝食を食べる頻度 

図 1～2：農林水産省 食育に関する意識調査結果（令和 6 年 3 月実施） 

3 調査結果の詳細 （2. 現在の食生活について）：農林水産省 (maff.go.jp) 最終アクセス

2024 年 9 月 4 日をもとに作成 

0.0

3.7

11.0

8.5

8.5

18.3

19.5

22.6

41.5

48.8

62.8

43.9

40.2

1.1

4.9

9.1

9.1

11.1

16.2

17.2

17.2

36.6

40.2

41.1

42.6

45.7

0 10 20 30 40 50 60 70

無回答

その他

外食やコンビニ等で手軽に朝食をとることができる環境があること

ダイエットの必要がないこと

夕食や夜食を食べすぎていないこと

朝食を食べるメリットを知っていること

家に朝食が用意されていること

夜遅くまで残業するなど労働時間や環境に無理がないこと

自分で朝食を用意する手間がかからないこと

自分で朝食を用意する時間があること

朝早く起きられること

朝食を食べる習慣があること

朝、食欲があること

全世代 （20歳以上）
若い世代（20～39歳）

注） 図 1 で「週に 4～5 日食べる」「週に 2～3 日食べる」「ほとんど食べない」と答えた人が回答 

図 2. 朝食を食べるために必要なこと 
（％） 

（複数回答） 


